
別　紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

（単位：円）

（備考）　事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備考交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

番号 措置名

1 地域活性化措置 公立保育園維持運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 七尾市

交付金事業実施場所 七尾市田鶴浜町、七尾市中島町

44,454,000 44,454,000
総事業費
51,033,385

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 公立保育園維持運営事業 七尾市

交付金事業の概要
七尾市内の公立保育園2か所（田鶴浜保育園、中島保育園）の職員34人分の人件費（令和３年７月から
１１月分の給料）に交付金を活用することで、多様化する子育てに関するニーズに対応するための体
制整備を行います。

交付金事業に関係する市町村
の主要政策・施策とその目標

第２期 七尾市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和２年度～令和６年度）
Ⅰ.若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
（２）子育て環境の充実
　① 保育サービス・子育て環境の充実
　　・安心して子どもを預けられる保育環境づくりを推進するとともに質の高い保育の提供、多様な
　　　保育サービスの充実など、より良い保育サービスの推進に努めます。

【目標】
待機児童数　０人（児童入所率100％）



100%

100%

100%

成果実績

事業終了（予定）年度

％

％

％

令和３年度令和３年度

―

成果指標

事業開始年度

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

交付金事業の定性的な成果及び評価等

一年ごとに評価することで、事業が適正に行われているかを確認するため。

単位 評価年度 令和３年度

入園児童数
÷

入園希望児童
数

×100

評価に係る第三者機関等の活用の有無

児童入所率：
100％

無

事業期間の設定理由

　当該２保育園（田鶴浜保育園、中島保育園）の職員34人分の人件費（令和3年7月から11月分）に本
交付金を充当し、安定的な保育サービスを提供するための体制整備を行うことができました。
　次年度は、「地域を愛し、思いやりのある子」、「自分で考え行動できる子」、「自己を表現し、
意欲を持って遊ぶ子」を保育方針とし、人との関わりの中で人に対する愛情と信頼感を育て、自主・
自立や協調の態度を養い、また生活の中でのさまざまな体験を通して豊かな感性や表現力を育み、道
徳心と相動性の芽生えを培うことなどを目標に掲げ、更なる公立保育園運営の充実を図っていきま
す。

目標値

達成度

成果目標



保育士・調理師・看護師・
保健師の人件費

雇用

契約の相手方 契約金額

交付金事業の契約の概要

保育士27名、調理師6名、保健
師1名

契約の目的 契約の方法

交付金事業の評価課室

51,033,385

交付金事業の担当課室 七尾市健康福祉部子育て支援課

七尾市総務部企画財政課

うち経済産業省分

51,033,38554,810,00061,794,400

43,693,000 44,362,000 44,454,000

交付金事業の総事業費等

総事業費

うち文部科学省分

交付金充当額

190 170

99% 100% 100%

令和３年度令和２年度令和元年度

214 190

交付金事業の活動指標
及び活動実績

単位活動指標

活動実績

活動見込

達成度

保育士の雇用量
（雇用人数（人）×雇用期間

（月））

人月

人月

％

43,693,000 44,362,000 44,454,000

令和３年度令和２年度令和元年度

備　考

170

215



別紙
Ⅰ．事業評価総括表 （令和3年度）

Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）

事業期間の設定理由 第２次中能登町総合計画の終期まで

交付金事業に関係する市
町村の主要政策・施策と
その目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第２次中能登町総合計画（平成２８年度～令和７年度）
　将来像2 健康でいきいきと暮らせるまちづくり
　　３ 子育て支援の充実　　３）子育て支援の推進　　（１）保育サービスの充実
　　・女性の社会進出に適合した保育園として、住民ニーズに的確に対応するため、
　　　ファミリーサポート事業、子育て短期支援事業などの保育サービス事業の充実
　　　に努めます。
目標：
　要保育児の入所率　100％（令和3年度）
※要保育児の入所率：入所者数÷入所申込者数×100

事業開始年度 平成２８年度 事業終了（予定）年度 令和７年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 中能登町

交付金事業実施場所 中能登町良川、春木、二宮、水白、能登部下 地内

交付金事業の概要

中能登町立保育園の保育士・調理員の人件費（5保育園：保育士66名、調理員7名）3ヶ
月分。
中能登町では、第２次総合計画に基づき、安心して子どもを産み育てられるように、総
合的な子育て支援を推進するため、電源立地地域対策交付金を活用し、保育サービスの
充実に努めます。

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 中能登町保育園運営事業

備 考

1 地域活性化措置
中能登町

保育園運営事業
中能登町 44,454,000 44,454,000

総事業費
58,044,000

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



評価年度 令和3年度

うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 企画課

保育士・調理員人件費 雇用 保育士66名、調理員7名 58,044,000

交付金事業の担当課室 企画課

44,693,000 44,362,000 44,454,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 44,693,000 44,362,000 44,454,000

0 0

交付金事業の総事業費等 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備考

総事業費 54,670,500 59,013,600 58,044,000

219

達成度 ％ 98.0 100.0 100.0

令和3年度

保育士・調理員の雇用量
（雇用人数(人)×雇用期間

(月)）

活動実績 人月 213 225 219

活動見込 人月 216
交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

225

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後、速やかに評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、中能登町立保育園の保育士・調理員人件費（5保育園：保育
士66名、調理員7名）3ヶ月分を確保することができました。
　次年度に向けた改善としては、家庭からのニーズを踏まえ、夏季のプール活動による
体力向上、キッズエアロビや５歳児を対象とした鼓隊指導によるリズム感の育成、お話
し会やお茶会による文化的な保育カリキュラムの強化を行います。また、コロナ禍のた
めオンラインによる各種研修（感染症予防、安全対策など）を保育士や調理員が受講
し、保育の質の向上を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

％ 100

目標値 ％ 100

達成度 ％ 100

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位

要保育児の
入所率　100％

要保育児の入所
率：入所者数÷入
所申込者数×100

成果実績



別　紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）

（単位：円）

（備考）　事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）

交付金事業に関係する市町村
の主要政策・施策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第6次羽咋市総合計画(令和3年度～令和12年度)
　基本計画 第3章 希望を持ち、助け合い、活躍できる　ひと・まちづくり
　　１ 安心して子育てできる環境づくり
・保育サービスの充実を図るために、病児保育の導入や、保育所などからの緊急情報など子育てア
プリを活用し情報発信することにより、安心して子育てできる環境づくりを推進します。

交付金事業の概要

　羽咋市の3保育所（粟ノ保保育所、余喜保育所、西北台保育所）の保育士17名の人件費（令和3年
7月から令和4年1月の7か月分）に交付金を充当します。
　羽咋市は、第6次羽咋市総合計画に基づき、次世代に向けた子育て支援の充実に向け、電源立地
地域対策交付金を活用し、延長保育や病後一時などの特別保育の充実に努め、ニーズにあったきめ
細やかな支援を行うこととしています。

1 地域活性化措置 羽咋市保育所運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 羽咋市

交付金事業実施場所 羽咋市兵庫町、大町、一ノ宮町

22,227,000 22,227,000
総事業費
32,515,600

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 羽咋市保育所運営事業 羽咋市

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備考交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

番号 措置名



令和3年度令和2年度令和元年度

119

119

交付金事業の活動指標
及び活動実績

単位活動指標

活動実績

活動見込

今後も引き続き、途中入所の受入に対応するなど、ニーズにあった保育支援を実施します。

目標値

達成度

成果目標 成果指標

対象期間中の
途中入所の受

入人数

　育休明けの保
護者の希望や里
帰り出産に伴う
保育希望などの
多様化するニー
ズに対応した、
途中入所の受入
人数：5人
(対象期間：令
和3年7月～令和
4年1月）

人

人

評価に係る第三者機関等の活用の有無

令和3年度令和3年度

-事業期間の設定理由

達成度

羽咋市の3保育所（粟ノ保保育
所、余喜保育所、西北台保育
所）における雇用量
（雇用人数×期間）

人×７か月

人×７か月

％

事業開始年度

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

117

交付金事業の定性的な成果及び評価等

成果指標を交付金対象期間中の受入人数としているため

単位

112

112 119

98% 100% 100%

無

評価年度 令和3年度

成果実績

事業終了（予定）年度

％

7

5

140%



22,347,000 22,181,000 22,227,000

備　考交付金事業の総事業費等

総事業費

うち文部科学省分

交付金充当額

令和3年度

22,347,000 22,181,000

令和2年度令和元年度

22,227,000

32,515,60030,944,00030,200,652

交付金事業の契約の概要

正規職員10名
会計年度任用職員7名

契約の目的 契約の方法

うち経済産業省分

交付金事業の評価課室

32,515,600

交付金事業の担当課室 市民福祉部健康福祉課

市民福祉部健康福祉課

人件費 雇用

契約の相手方 契約金額



別　紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

（単位：円）

Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備考

総事業費
4,455,000

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

市道D第199号線　側溝整備事業

1
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維

持運営等措置

市道Ｄ第199号線
側溝整備事業

加賀市 4,400,000 4,400,000

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
第２次加賀市総合計画（平成29年度～令和8年度）
　基本方針７：将来を見据えた、効率的な行財政で支えるまちづくり
　　③公共施設の適正な維持管理

目標：側溝整備率　現状 　  53%（平成30年度）
　　　　　　　　　中間目標 55%（令和 4年度）
　　　　　　　　　最終目標 57%（令和 8年度）

事業開始年度 平成２９年度 事業終了（予定）年度 令和　８年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 加賀市

交付金事業実施場所 加賀市山中温泉下谷町　地内

交付金事業の概要

市道Ｄ第199号線　側溝整備工事
　今回、事業を実施する市道D第199号線は加賀市山中温泉西谷地区の道路であり、周辺地域には観光
名所の”鶴仙渓”や”こおろぎ橋”、多くの宿泊施設があり地域住民をはじめ観光客が利用する道路
です。当路線の側溝（L=98m）は、老朽化が著しく、地域住民をはじめ道路利用者からも多くの苦情が
寄せられています。
　側溝整備事業は、既存の老朽化した側溝を新しく整備することにより、有蓋化による有効幅員の拡
幅から良好な住環境を確保することができます。よって、歩行者等の安全性を確保するために必要な
事業です。



事業期間の設定理由 第２次加賀市総合計画（平成２９年度～令和８年度）の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和３年度

側溝整備率
54.23%

％ 100

達成度100％であり、十分な整備が行えました。引き続き計画通り施工します。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

評価年度の設定理由

複数年度事業であるが、側溝整備率に関して毎年度数値表記できるためです。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

整備済み延長
／整備予定延

長

成果実績 ％ 54.23

目標値 ％ 54.23

達成度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 ２年度 ３年度

98

達成度 ％ 100 100 100

各年度の側溝整備延長（m）

活動実績 ｍ 108 114 98

活動見込 ｍ 108 114

交付金事業の総事業費等 令和元年度 ２年度 ３年度 備　考

総事業費 4,587,000 4,730,000 4,455,000 22,790,000

うち経済産業省分 4,400,000 4,400,000 4,400,000 22,000,000

交付金充当額 4,400,000 4,400,000 4,400,000 22,000,000

うち文部科学省分



交付金事業の契約の概要

交付金事業の担当課室 加賀市建設部土木課

交付金事業の評価課室 加賀市建設部土木課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

側溝工事 指名競争入札 西山建設株式会社 4,455,000



Ⅰ. 事業評価総括表

　
番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業者名又は間接
交付金事業者名

交付金事業に要した
経費

交付金充当額 備考

1
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

市道粟崎町１丁目線歩
道整備事業

金沢市 5,437,000 5,437,000
総事業費
5,569,300

2
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

市道中橋・八日市線歩
道整備事業

金沢市 3,959,000 3,959,000
総事業費
6,021,400

別紙

（単位：円）



別紙
Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

交付金事業の概要
市道粟崎町１丁目線の歩道整備（令和３年度～令和７年度）
車道部及び歩車道部を改良する。
　アスファルト舗装工　A=156㎡　歩車道境界ブロック工　L=77ｍ

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

　【主要政策・施策】
　　金沢市の歩けるまちづくり基本方針（平成16年3月）
　　Ⅱ．基本的な方針
　　　１．歩く人にやさしい交通環境
　　　　①歩行者に配慮した交通環境の整備
　　　　・道路形態及び地域の特性などに応じて、通過交通の抑制、カラー舗装化等による
　　　　歩行環境の改善、交通安全、公共交通の利便性向上など、歩く人にやさしい交通環境を
　　　　整備していきます。
　【目標】
　　市民の誰もが安心して歩けるまちづくりに向けた歩行環境の整備

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和７年度

事業期間の設定理由 地元と調整を行い、予算の範囲内で施工していく必要があるため

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

市道粟崎町１丁目線歩道整備事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 金沢市

交付金事業実施場所 金沢市粟崎町１丁目地内



交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度

市道粟崎町１丁目線の
歩道及び車道整備延長

77ｍ

活動実績 ｍ 77

活動見込 ｍ 77

達成度 ％ 100

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和３年度

市道粟崎町１丁
目線歩道整備率
（令和3年度末）

9.625％

評価年度の設定理由

事業実施後、速やかに事業の評価を行うことで、次年度以降の事業改善を図ります。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

目標の歩道整備率を達成することができました。定期的な事業の評価を行い改善を図ることで、次年度
も引き続き、基本方針に基づき、市民の誰もが安心して歩けるまちづくりに向けた歩行環境の整備を計
画的に行います。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

令和3年度末の施
工延長÷全体施

工延長

成果実績 ％ 9.625

目標値 ％ 9.625

達成度 ％ 100



制約付き一般競争入札
東邦瀝青㈱
㈱山弘

2,688,400
2,880,900

交付金事業の担当課室 土木局道路管理課

交付金事業の評価課室 土木局道路管理課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

歩道工事

交付金充当額 5,437,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 5,437,000

交付金事業の契約の概要

総事業費 5,569,300

交付金事業の総事業費等 令和３年度 備　考



別紙
Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

金沢市

交付金事業実施場所 金沢市元菊町地内

交付金事業の概要

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

市道中橋・八日市線歩道整備事業

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

市道中橋・八日市線の歩道修繕（令和２年度～令和３年度）
植樹帯及び舗装の整備により、快適な歩行空間を確保します。
　施工延長　  L=80m
（平板ブロック工　A=148㎡、誘導ブロック工　A=23㎡）

　【主要政策・施策】
　　金沢市の歩けるまちづくり基本方針（平成16年3月）
　　Ⅱ．基本的な方針
　　　１．歩く人にやさしい交通環境
　　　　①歩行者に配慮した交通環境の整備
　　　　・道路形態及び地域の特性などに応じて、通過交通の抑制、カラー舗装化等による
　　　　歩行環境の改善、交通安全、公共交通の利便性向上など、歩く人にやさしい交通環境を
　　　　整備していきます。
　【目標】
　　市民の誰もが安心して歩けるまちづくりに向けた歩行環境の整備

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

事業期間の設定理由 地元と調整を行い、予算の範囲内で施工していく必要があるため



％ 100

単位 評価年度 令和３年度

市道中橋・八日
市線歩道整備率
（令和3年度末）

100％

令和3年度末の施
工延長÷全体施

工延長

成果実績 ％ 100

目標値

80

活動見込 ｍ 67

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

事業実施後、速やかに事業の評価を行うことで、次年度以降の事業改善を図ります。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

目標の歩道整備率を達成することができました。定期的な事業の評価を行い改善を図ることで、次年度
も引き続き、基本方針に基づき、市民の誰もが安心して歩けるまちづくりに向けた歩行環境の整備を計
画的に行います。

達成度 ％ 100

評価年度の設定理由

達成度 ％ 100 100

市道中橋・八日市線の
歩道整備延長

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度

80

活動実績 ｍ 67



交付金事業の総事業費等 令和２年度 令和３年度 備　考

総事業費 5,535,200 6,021,400

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,680,000 3,959,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 4,680,000 3,959,000

交付金事業の担当課室 土木局道路管理課

交付金事業の評価課室 土木局道路管理課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

歩道工事 制約付き一般競争入札 ㈱K.A.C 6,021,400



Ⅰ. 事業評価総括表

　
番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業者名又は間接
交付金事業者名

交付金事業に要した
経費

交付金充当額 備考

1
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

中海地区体育館照明改修
事業

小松市 4,433,000 4,433,000
総事業費
7,920,000

別紙

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

事業期間の設定理由

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 小松市

交付金事業実施場所 小松市軽海町

交付金事業の概要

【事業の概要】
　中海地区体育館照明のＬＥＤ化工事を行います。

【事業を行うことが必要な理由】
　中海地区体育館の既設照明灯は、水銀汚染防止法による規制対象となっている水銀灯であり、今後も
継続した施設利用のため、ＬＥＤ化工事が必要です。

【現状と問題点】
　既設照明灯は規制対象となっている水銀灯であり、今後、照明灯の入手・交換が困難となります。

【期待される効果】
　ＬＥＤ化を行うことで、施設利用者の利便性向上及び施設の省エネ化が期待されます。

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
 NEXT10年ビジョン（平成27年度～令和7年度）
　７　はつらつとした人びとが世界でふるさとで輝きます

【目標】
　ＳＤＧｓ未来都市として、市施設について、計画的にＬＥＤなどの高効率照明への切り替えを行って
いきます

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は維

持運営等措置
中海地区体育館照明改修事業



％

％

％

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

利用者の満足度
70%以上

90.0

70.0

128.6

評価年度の設定理由

照明改修後に満足度調査を行うことから報告が事業実施翌年度となるため設定しました。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

利用者の満足
度（％）

（満足と回答
した人数／調
査対象者数）

成果実績

目標値

達成度



一般入札 エーオ電設 7,920,000

交付金事業の担当課室 交流推進部スポーツ育成課

交付金事業の評価課室 交流推進部スポーツ育成課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

改修工事

うち経済産業省分 4,433,000

交付金事業の契約の概要

総事業費 7,920,000

交付金充当額 4,433,000

うち文部科学省分

1

年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 年度

活動見込 箇所 1

％ 100

年度

交付金事業の総事業費等 令和３年度 年度

達成度

中海地区体育館の照明改修

活動実績 箇所



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

（単位：円）

（備考）　事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

26,859,000
総事業費
34,984,800

6

7
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

白山市立保育所運営事業 白山市 26,859,000

22,500,000
総事業費
29,623,000

総事業費
2,959,000

4,290,000
総事業費
4,290,000

2,000,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

白峰スキー場草刈機購入事
業

白山市 4,290,000

5
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

白山市営室内プール施設自
動券売機購入事業

白山市 2,000,000

2
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

白山千丈温泉セイモアス
キー場小型除雪車購入事業

白山市 2,700,000 2,700,000
総事業費
3,168,000

3
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

4
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

鶴来総合文化会館屋上防水
改修事業

白山市 22,500,000

スクールバス購入事業 白山市 17,800,000 17,800,000
総事業費
19,140,000

総事業費
8,646,000

備　考番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

1
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

スカイ獅子吼ゴンドラリフ
ト握索機更新事業

白山市 8,300,000 8,300,000



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
　第２期白山市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和２年度～令和６年度）
　　２　白山から日本海の豊かな自然と歴史・文化を活かした「観光・交流」創生戦略
　　　⑵　山・川・海の魅力を活かした交流人口の拡大
　　　　②　交流拠点となる施設の整備及び利活用の促進
　　　　　　・交流拠点となる観光・文化施設の整備・充実を図るとともに、その魅力を広く
　　　　　　　発信することで、交流人口の拡大及び地域の活性化を図ります。
　

【目標】
　観光入込客数　５，２００，０００人（令和６年度）

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

スカイ獅子吼ゴンドラリフト握索機更新事業

白山市

交付金事業実施場所 白山市八幡町

交付金事業の概要
スカイ獅子吼ゴンドラリフトは平成８年の建設以来２５年が経過しており、機械器具等の経年による老
朽化が進んでいることから、ゴンドラリフト握索機３台の更新を行いました。

事業期間の設定理由



3

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

獅子吼高原
来場者数
193,400人/年

113,949

活動見込 台 3

獅子吼高原
来場者数

成果実績

目標値

達成度

評価年度の設定理由

事業改善を図るため、事業実施後速やかに評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

令和３年度単位 令和元年度 令和２年度

3 3

　本交付金の活用により、老朽化したゴンドラリフトの握索機３台を更新し、ゴンドラリフトの安全性
及び利便性の向上を図ることができました。一方、度重なる新型コロナウィルス感染症対策としてのま
ん延防止等重点措置による営業自粛要請を受け、施設営業日数は計画値の半数に満たなく、前年度に対
しても３１日減少するなどし、獅子吼高原来場者数は１１３，９４９人に止まり、成果目標を満たすこ
とはできませんでしたが、ゴンドラリフトの安全性の向上により、地域の主要産業である観光産業の振
興を図るための体制を整えることができました。次年度以降も獅子吼高原の魅力を広報紙やホームペー
ジ、パンフレット等でＰＲするとともに、山頂エリアの整備や魅力に触れる機会を創出するなど誘客に
努め、交流人口の拡大と地域の活性化を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

活動指標

3

達成度 ％ 100 100 100

交付金事業の活動指標
及び活動実績

人

人

％ 58.9

193,400

ゴンドラリフト
握索機更新台数

活動実績 台 3



総事業費 8,690,000 8,646,000 8,646,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　考

交付金事業の担当課室 観光文化スポーツ部施設管理課

交付金事業の評価課室 観光文化スポーツ部施設管理課

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 8,100,000 8,000,000 8,300,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 8,100,000 8,000,000 8,300,000

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

設備工事 随意契約 安全索道株式会社 8,646,000



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
　第２次白山市総合計画（平成２９年度～令和８年度）
　　第６章　自然・歴史・文化と人が交わり元気に輝くまちづくり
　　　１節　自然・歴史・文化等の多様な魅力を活かした観光の振興を推進します
　　　　１　観光客を呼び込むための環境の整備
　　　　　　・誘客力の向上に向け、本市が有するスキー場や温泉施設、海水浴場などの観光拠点
　　　　　　　について、利用状況やニーズを勘案しながら整備・拡充を図ります

【目標】
　スキー場利用者数　１５９，０００人（令和３年度）

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

事業期間の設定理由

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白山市

交付金事業実施場所 白山市河内町内尾

交付金事業の概要

白山千丈温泉セイモアスキー場で使用している小型除雪車が、取得以来１７年が経過し、老朽化が著し
く、作業効率の低下と部品等の供給が困難な状況にあることから、小型除雪車を購入しました。
・白山千丈温泉セイモアスキー場
（機関形式：水冷ディーゼル機関、定格出力：１７㎾以上、除雪用バケット0.5㎥以上）

番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

白山千丈温泉セイモアスキー場小型除雪車購入事業



人

人

％ 142.4

52,000

74,033

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 年度 年度

小型除雪車購入台数
機関形式：水冷ディーゼル機関
機関定格出力：１７㎾以上
除雪用バケット：0.5㎥以上

活動実績 台 1

活動見込 台 1

達成度 ％ 100

無

単位 評価年度 令和４年度

スキー場
利用者数

52,000人/年

評価年度の設定理由

事業改善を図るため、事業実施後速やかに評価を実施

スキー場
利用者数

成果実績

目標値

達成度

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、老朽化した小型除雪車１台を更新し、安定したスキー場の運営を確保するこ
とができました。冬期営業にあたっては、今シーズンも新型コロナウイルスの影響を受けましたが、十
分な積雪があったため、白山千丈温泉セイモアスキー場利用者数は、74,033人と成果目標を達成するこ
とができ、地域の主要産業である観光産業の振興に大きく寄与できました。スキー場運営につきまして
は、気象に左右されるところもありますが、次年度以降も当スキー場の魅力を広報紙やホームページ、
ポスター・パンフレット、テレビＣＭ等でＰＲすることで誘客につとめ、交流人口の拡大と地域の活性
化を図ってまいります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無



交付金事業の担当課室 観光文化スポーツ部施設管理課

交付金事業の評価課室 観光文化スポーツ部施設管理課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

物品購入 指名競争入札
コマツ石川株式会社　鶴来支
店

3,168,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 2,700,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 2,700,000

交付金事業の総事業費等 令和３年度 年度 年度 備　考

総事業費 3,168,000



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
　本市では、市の所有するスクールバスを登下校のほか、学校行事や部活動等の送迎にも利用
　しており、経年による劣化や耐用年数等を考慮し、購入後１５年以上かつ走行距離２０万㎞
　以上の更新基準に基づき、スクールバスを計画的に購入しています。現在、千代野小学校で
　利用しているスクールバスは、購入後１５年が経過し、さらに走行距離も２０万㎞を超えて
　おり、老朽化が進んでいることから、当該スクールバスを購入し、学校行事等での利用拡大を
　図るとともに、児童生徒の安全で快適な学校環境づくりに努めます。

【目標】
　登下校のほか学校行事や部活動等の送迎における安全の確保

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

事業期間の設定理由

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白山市

交付金事業実施場所 白山市千代野東四丁目

交付金事業の概要

　現在使用している千代野小学校のスクールバスは、平成１８年３月の購入後１５年が経過し、走行距
離は２０万㎞を超えており、老朽化が進んでいます。登下校時には、２つのルートを順に送迎してお
り、１度に乗車する児童が３０名程度いることから、座席数が４５席ある中型スクールバスを購入しま
した。

・スクールバス（中型バス、駆動方式2-4D、6速AMT、45席）　１台の購入

番号 措置名 交付金事業の名称

3
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

スクールバス購入事業



回

回

％ 106

1,200

1,272

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

1

令和3年度

スクールバス購入台数

活動実績 台 1 1 1

活動見込 台 1 1

達成度 ％ 100 100 100

無

単位 評価年度 令和４年度

部活動・学校行
事でのスクール
バス利用回数
（市全体）
1,200回/年

評価年度の設定理由

事業改善を図るため、事業実施年度内での評価を実施。

部活動・学校
行事でのス
クールバス利
用回数
（市全体）

成果実績

目標値

達成度

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　老朽化したスクールバスの更新により、登下校だけでなく、学校行事や部活動における児童生徒の送
迎を安全に行うことができるようになりました。令和３年度も新型コロナウイルス感染症予防のため、
部活動や学校行事そのものが制限されることもありましたが、手指消毒や換気などの感染予防を講じな
がら運行を行いました。次年度も引き続き、感染予防策を講じながら、運行していきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無



交付金事業の担当課室 白山市教育委員会事務局学校教育課

交付金事業の評価課室 白山市教育委員会事務局学校教育課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

物品購入 指名競争入札 株式会社松任モータース 19,140,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 16,500,000 16,000,000 17,800,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 16,500,000 16,000,000 17,800,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備　考

総事業費 16,775,000 18,095,000 19,140,000



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
　第２次白山市総合計画（平成２９年度 ～令和８年度）
　　第２章　地域ぐるみで豊かな心と体を育み健康で活躍できるまちづくり
　　　２節　健康な心身を育む生涯学習・スポーツを推進します
　　　　１　生涯学習を推進する環境の整備
　　　　　　・文化会館、学習センターを積極的に活用した幅広い分野の事業を継続して展開
　　　　　　　します。
【目標】
　文化会館等４施設の利用人数　３３０，０００人（令和３年度）

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

番号 措置名 交付金事業の名称

4
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

鶴来総合文化会館屋上防水改修事業

白山市

交付金事業実施場所 白山市七原町

交付金事業の概要
　鶴来総合文化会館は平成１２年の建設以来２１年が経過し、劣化等により雨漏りが発生していること
から、屋根防水設備の改修工事を行いました。
・改修工事　Ｎ＝１．０式

事業期間の設定理由



鶴来総合文化
会館
利用者数

成果実績

目標値

達成度

人

人

％ 44.6

41,524

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

鶴来総合文化会
館
利用者数
93,000人/年

評価年度の設定理由

93,000

単位 令和３年度 令和　年度

改修工事　Ｎ＝１．０式

活動実績 式 1

活動見込 式 1

達成度

事業改善を図るため、事業実施後速やかに評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の導入により、鶴来総合文化会館の屋上防水を改修することができました。改修後、文化
ホールの雨漏れが改善され、安定的な施設運営が可能となり、積極的に事業等を展開してまいりました
が、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、利用時の人数制限や、貸館利用等のキャンセルが有り、
成果目標として掲げた年間93,000人以上の利用者を確保することができませんでした。しかしながら、
雨漏れの改善により利用者の利便性が確保されており、今後も継続的に事業を展開し、地域の生涯学
習、文化振興の推進に向け取り組んで参ります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標

％ 100

令和　年度



うち経済産業省分 22,500,000

総事業費 29,623,000

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 教育委員会事務局生涯学習課

交付金事業の評価課室 教育委員会事務局生涯学習課

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 22,500,000

令和　年度 備　考

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

改修工事 指名競争入札
株式会社山本コーキング白山
営業所

29,623,000

交付金事業の総事業費等 令和３年度 令和　年度



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
　第２次白山市総合計画（平成２９年度～令和８年度)
　　第２章　地域ぐるみで豊かな心と体を育み健康で活躍できるまちづくり
　　　２節　健康な心身を育む生涯学習・スポーツを推進します
　　　　２　スポーツ活動を推進する環境の整備
　　　　　　・市民や競技者が快適に施設を利用できるよう、施設の整備・充実を図るとともに、
　　　　　　　利用申込方法の見直しや利用案内等の情報発信による効率的な運営に努めます。
　　　　　　　また、公共スポーツ施設の利用を促進するとともに、安全対策の充実を図ります。

【目標】
　体育施設利用人数　１，１５０千人（令和３年度）

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

番号 措置名 交付金事業の名称

5
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

白山市営室内プール自動券売機購入事業

白山市

交付金事業実施場所 白山市七原町　ほか１件

交付金事業の概要

現在、使用している自動券売機は老朽化により故障し、紙幣導入が出来なくなっていることや、新５０
０円硬貨に対応できないことから自動券売機を購入しました。

・白山市営室内プール自動券売機
　（高額紙幣対応・低床型・口座ボタン １００口座）２台購入

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

白山市営室内プー
ル
利用人数
128,400人/年

65,040

活動見込 台 2

白山市営室内
プール
利用人数

成果実績

目標値

達成度

評価年度の設定理由

事業改善を図るため、事業実施後速やかに評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

単位 令和３年度

　本交付金の活用により、老朽化した自動券売機２台を更新し、紙幣の使用や新５００円硬貨への対応
が可能となりました。令和３年度は、新型コロナウイルス感染症対策による臨時休館があり成果目標を
達成することができませんでしたが、次年度以降も新型コロナウイルス感染症対策実施による安全な施
設運営を行うとともに、積極的に市広報誌やホームページ等による公共スポーツ施設の利用促進を図
り、地域住民の健康増進に向け取り組んでまいります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

活動指標

達成度 ％ 100

交付金事業の活動指標
及び活動実績

人

人

％ 50.7

128,400

自動券売機台数

活動実績 台 2



総事業費 2,959,000

交付金事業の総事業費等 令和３年度 年度 年度 備　考

交付金事業の担当課室 観光文化スポーツ部スポーツ課

交付金事業の評価課室 観光文化スポーツ部スポーツ課

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 2,000,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 2,000,000

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

物品購入 指名競争入札 有限会社エスブイシー 2,959,000



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
　第２次白山市総合計画（平成２９年度～令和８年度）
　　第２章　地域ぐるみで豊かな心と体を育み健康で活躍できるまちづくり
　　　２節　スポーツ活動を推進する環境の整備
　　　　　　・市民や競技者が快適に施設を利用できるよう、施設の整備・充実を図るとともに、
　　　　　　　利用申込方法の見直しや利用案内等の情報発信による効率的な運営に努めます。
　　　　　　　また、公共スポーツ施設の利用を促進するとともに、安全対策の充実を図ります。

【目標】
　　体育施設利用人数　　１，１５０，０００人（令和３年度）

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

番号 措置名 交付金事業の名称

6
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

白峰スキー場草刈機購入事業

白山市

交付金事業実施場所 白山市白峰

交付金事業の概要

白峰スキー場で使用している乗用草刈機は購入以来２０年が経過し、老朽化が著しく、度々故障が発生
しているとともに、作業効率の低下と部品等の供給が困難な状況にあることから、乗用草刈機を購入し
ました。

・白峰スキー場の乗用草刈機（正逆回転式ハンマナイフ、37.4㎰）　１台購入

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

白峰スキー場
利用人数
12,300人/年

5,752

活動見込 台 1

白峰スキー場
利用人数

成果実績

目標値

達成度

評価年度の設定理由

事業改善を図るため、事業実施後速やかに評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

年度単位 令和３年度 年度

　本交付金の活用により、老朽化した乗用草刈機１台を購入し、安定したスキー場運営を確保すること
ができました。令和３年度は、新型コロナウイルス感染症対策による大会の中止や営業期間内でのまん
延防止対策重点措置が実施され、成果目標を達成することができませんでしたが、次年度以降もスキー
場利用者の安全を確保するとともに、市ホームページ等を活用した利用促進を図り、安定的なスキー場
運営に努めることで、地域スポーツの振興を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

活動指標

達成度 ％ 100

交付金事業の活動指標
及び活動実績

人

人

％ 46.8

12,300

草刈機の台数

活動実績 台 1



総事業費 4,290,000

交付金事業の総事業費等 令和３年度 年度 年度 備　考

交付金事業の担当課室 観光文化スポーツ部スポーツ課

交付金事業の評価課室 観光文化スポーツ部スポーツ課

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,290,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 4,290,000

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

物品購入 指名競争入札
ヤンマーアグリジャパン株式
会社白山支店

4,290,000



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
　第２次白山市総合計画（平成２９年度～令和８年度）
　　第１章　誰もが健康でいきいきと暮らし続けられるまちづくり
　　　２節　安心して子育てができる環境をつくります
　　　　１　子育てがしやすい環境づくり
　　　　　　・多様なニーズに応えた保育サービスの充実や子どもを受け入れる施設の整備
　　　　　　　などの支援により、安心して仕事と子育てを両立できる環境づくりを推進し
　　　　　　　ます。
　

【目標】
　多様なニーズに応えた保育サービスの充実

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

事業期間の設定理由

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白山市

交付金事業実施場所 白山市道法寺町ほか１件

交付金事業の概要

白山市では、総合計画において「質の高い保育・教育の充実」を掲げており、交付金を活用することに
より、多様化する子育てに関するニーズに対応するための体制整備を行いました。

・双葉保育所及び双葉保育所分園の保育士等１６名、７ヶ月分の人件費。
　（双葉保育所１３名、双葉保育所分園３名）

番号 措置名 交付金事業の名称

7
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

白山市立保育所運営事業



か所

か所

％ 100

36

36

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

98

令和3年度

保育士の雇用量
(雇用人数(人)×雇用期間(月))

活動実績 人月 112 98 112

活動見込 人月 112 112

達成度 ％ 100 100 100

無

単位 評価年度 令和４年度

延長保育を行う
保育所数
３６か所

評価年度の設定理由

事業改善を図るため、事業実施後速やかに評価を実施

延長保育を行
う保育所数

成果実績

目標値

達成度

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金の活用により、双葉保育所及び双葉保育所分園の保育士１６名の７ヶ月分の人件費を確保し、保
育サービスの充実を図ることができました。延長保育を行う保育所数は３６か所と成果目標を達成する
ことができましたが、次年度以降も保育士の安定的な雇用により、多様化する子育てニーズに対応する
事業を推進することで、良好で充実した運営管理を図るとともに、地域住民の福祉の向上に努めていき
ます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無



交付金事業の担当課室 企画振興部企画課

交付金事業の評価課室 企画振興部企画課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

人件費 雇用 保育士１６名 34,984,800

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 35,058,000 28,104,000 26,859,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 35,058,000 28,104,000 26,859,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備　考

総事業費 36,742,800 32,603,200 34,984,800



Ⅰ. 事業評価総括表

　
番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備考

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

白山市立吉野保育所運営事
業

白山市 410,000 410,000
総事業費
3,479,200

別紙

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
　第２次白山市総合計画（平成２９年度～令和８年度）
　　第１章　誰もが健康でいきいきと暮らし続けられるまちづくり
　　　２節　安心して子育てができる環境をつくります
　　　　１　子育てがしやすい環境づくり
　　　　　　・多様なニーズに応えた保育サービスの充実や子どもを受け入れる施設の整備
　　　　　　　などの支援により、安心して仕事と子育てを両立できる環境づくりを推進し
　　　　　　　ます。
　

【目標】
　多様なニーズに応えた保育サービスの充実

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

白山市立吉野保育所運営事業

白山市

交付金事業実施場所 白山市吉野

交付金事業の概要

白山市では、総合計画において「質の高い保育・教育の充実」を掲げており、交付金を活用することに
より、多様化する子育てに関するニーズに対応するための体制整備を行いました。

・吉野保育所の保育士等５名、２ヶ月分の人件費。

事業期間の設定理由



交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標

交付金の活用により、吉野保育所の保育士５名の２ヶ月分の人件費を確保し、保育サービスの充実を図
ることができました。延長保育を行う保育所数は３６か所と成果目標を達成することができましたが、
次年度以降も保育士の安定的な雇用により、多様化する子育てニーズに対応する事業を推進すること
で、良好で充実した運営管理を図るとともに、地域住民の福祉の向上に努めていきます。

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標

成果指標 単位 評価年度 令和４年度

延長保育を行う
保育所数
３６か所

36

活動見込 人月 10

延長保育を行
う保育所数

成果実績

目標値

達成度

評価年度の設定理由

事業改善を図るため、事業実施後速やかに評価を実施

年度単位 令和3年度 年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100

か所

か所

％ 100

36

保育士の雇用量
(雇用人数(人)×雇用期間(月))

活動実績 人月 10



交付金事業の総事業費等 令和3年度 年度 年度 備　考

総事業費 3,479,200

交付金事業の担当課室 企画振興部企画課

交付金事業の評価課室 企画振興部企画課

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 410,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 410,000

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

人件費 雇用 保育士５名 3,479,200




